
平成２３年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費

５項 特殊学校費 特別支援教育課（内線：７９５８）

２目 特別支援学校費 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

国庫支出金 起 債 その他 一般財源

県立高等特別支援学校 (基金繰入金)

開設準備事業 105,077 25,462 79,615 104,699 378

トータルコスト 137,029千円（前年度41,598千円）[正職員：4.0人]

主な業務内容 県立高等特別支援学校の開設準備

工程表の施策目標(指標) 県立高等特別支援学校又は分校・分教室の設置及び発達障がい教育拠点の設

置

事業内容の説明

１ 事業の概要

特別支援学校生徒の職業教育の充実を図り、就労機会を拡大するため、県立高等特別支援学

校の平成２５年４月の設置に向けて具体的な教育内容を検討するとともに、施設の基本・実施

設計等、開校までに必要な準備作業に取り組む。

２ 整備方針

（１）教育内容に係る基本的な方針

・定員は１学年５学級の計１２０名とする。

・設置学科は２学科とし、６作業種を設ける。

生産流通科（仮称） …農業系、食品衛生系、流通系

サービス産業科（仮称）…サービス系、ビルメンテナンス系、事務オフィス系

・自宅通学が困難な生徒のために寄宿舎を設置する。

・生徒の昼食は給食とする。

（２）設置規模と整備内容

【整備方針】

・旧赤碕高校の施設を有効に活用する。

・耐震改修を基本とするが、不足する実習施設等の充足や寄宿舎等の施設については新改築

を行う。

【施設整備の主な内容】

区 分 規模 整 備 内 容

管理棟、教室棟２ 4,660㎡ 〔耐震改修・内部改修〕

体育館、研修棟 普通教室、特別教室、図書室、事務室 など

教室棟１ 1,700㎡ 〔改築〕実習室、生活訓練室 など

ランチルーム棟 400㎡ 〔増築〕ランチルーム、配膳室、多目的スペース など

寄宿舎 1,900㎡ 〔新築〕舎室、食堂、談話スペース など

３ 事業内容

区 分 予算額 事 業 内 容

教育課程・校名等の検討 378 ・教育課程や教育内容の検討、指導計画作成

具体化実行委員会（３回）

・校名決定

公募、校名選考委員会

地質調査、基本・実施設計 104,699 地質調査・測量と基本・実施設計（耐震・新改築

・解体）を行う。


